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1. はじめに 

 紋章は主として，ある一定の条件を満たした

家系が，構成員一人ひとりの個人情報を他者に

提示するためのツールとして，主にヨーロッパ

で用いられてきた．しかし，紋章は複雑な文字

や図像を含み，様式が厳密でありながら例外処

理が多く，その規則も社会や時代の変化により

大きく異なる．また，図 1 のように，個人の婚

姻状況や位階の変化に応じて，紋章が変化する．

これらの要因のため，解読できない紋章が多数

存在する[1]．  

 一方，系図は線分と文字が中心であるため，

家系の表示が明確で，PC 上での系図表示ソフト

ウェアも多数存在する．しかし，紋章の持つ豊

富な付帯情報は，系図からは切り捨てられる． 

 紋章の持つ諸情報を電子データとして保存し，

系図表示ソフトウェアでも表示させるためには，

適切なデータフォーマットの構造を考える必要

がある．  

 紋章に限らず，図像の組み合わせの諸研究は

主に，図像のみのデータベースにとどまってい

る[3]．また，系図表示ソフトウェアのデータ互

換フォーマットに GEDCOM があり，デファクト・

スタンダードとなっている．しかし現状では，

GEDCOM の基本的なデータ構造[4]だけでは紋章情

報を反映させることができない．本研究では系

図表示ソフトウェアに反映させるための紋章構

造のデータ化について，比較的規則が整ってい

る中世イギリスの紋章を対象に考察する． 

 

2. 系図化するための紋章情報の考察 

2-1. 婚姻の情報 

 図 1 にみるように，妻となる女性がその一族

の紋章継承者であった場合，婚姻情報は紋章の

分割合成（マーシャリング）という手法で反映

される．マーシャリングは婚姻関係を含む．そ

の分類は，すべてが判明しているわけではない．

従って，後世の研究の進展に備え，分割位置は

文字データとして保持する必要がある． 

 マーシャリングによる分割数は，図 2(a)にあ

げた 323 が世界最大といわれる[1]．従って，分

割数を一意に保存するフィールドの最大数は 323

と想定する． 

 2-2. 兄弟姉妹関係の情報 

 一族における兄弟姉妹関係の情報を明示する

には，ディフェレンシングと呼ばれる手法が使

われる．これは，一族として共通の図柄を持ち，

図柄の一部や色を追加変更する手法である．な

かでも血族間のディフェレンシングは，ケイ

デンシーと呼ばれる[2]．図 2(b)は，十字の図柄

によって識別できるディフェレンシングの例で

ある． 

 ディフェレンシングには様々な手法がある．

諸社会で統一されたマークが考案された例もあ

るが，一族内であれば，統一されたケイデン

シー・マークを利用することが通常である．例

えば図 3 はイギリスで使われることのあるケイ

デンシー・マークの例である．ここから，兄姉

 
(a)盾部分の全体像    (b) 拡大図 

図 2. ウェールズのロイド・オブ・ストックトン家

の大紋章の盾部分[1] 

 
図 1. 家族内での個人の関係性による複数の紋章の 

分割合成（マーシャリング）の例 [2] 
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情報を読み取ることが可能である． 

 子供が親の地位を継承した場合等，位階や一

族内での立場の変化に従ってケイデンシー・

マークが変化する場合がある．これらの情報は，

系図表示時には個人の付帯情報となる． 

 2-3. 個人情報の変化 

 前項までで明らかにしたように，紋章の情報

は個人の履歴により変化する可能性がある．従

って，変化の情報を管理するデータセットを持

つ必要がある． 

 また，これらとは別に，同一家系における統

一的なケイデンシー・マークを判別するための

外部データセットを準備する必要がある． 

 

3. 紋章に含まれる系譜情報の整理 

 紋章から系譜情報を抽出し系図として表示す

るためには，紋章の図像化規則を整理し，処理

の対象を限定する必要がある．そこでまず，紋

章に含まれる情報を，系図化する視点から，そ

の内容を以下に分類した． 

  (A)父系による直系情報 

   (A-1)父方の家系 

(A-2)兄弟姉妹の中における自分の順位 

  (B)婚姻等の情報 

   (B-1)母方の家系 

   (B-2)婚姻 

   (B-3)養子縁組 

  (C)付帯的な情報 

   (C-1)領土 

   (C-2)同盟関係 

    (C-3)位階や職種等の社会的な地位 

   (C-4)その他の付帯情報

このうち，系図表示に必須の情報は，Aと Bで

ある．特に，(A-2)から(C-2)までの情報は，図 2

のように，紋章内のエスカッシャン（図形概念

としての楯）と呼ばれる図柄部分の差異で表さ

れる．従って,エスカッシャン内部の情報のデー 

タ化を考察する必要がある． 

 

4. データモデル案 

 表 1 から表 3 は，前章までの分析を反映した

基本的なデータモデル案である．数値情報につ

いては，個人 ID のみが変更不可のユニーク ID

であり，残りは変更可である． 

 

5. おわりに 
 以上，イギリスの紋章をモデルとして，系譜

情報をデータ化する要素を考察した．今後は，

調査対象を広げるとともに，紋章の個別検討を

進め，データモデルの構築を行う予定である． 
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図 3.イギリスのケイデン 

  シー・マークの例[2] 
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